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第1回　定例会

平
成
平
成
18
年
度
予
算
を
可
決

年
度
予
算
を
可
決

平
成
18
年
度
予
算
を
可
決

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
条
例
改
正

　
　
　
就
学
前
ま
で
所
得
制
限
を
撤
廃

競 輪 事 業 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計
駐 車 場 事 業 会 計
診 療 事 業 会 計
受 託 水 道 事 業 会 計
老 人 保 健 医 療 事 業 会 計
介 護 保 険 事 業 会 計

19,384,275千円
13,698,432千円
5,718,235千円
1,141,118千円
107,276千円
1,926,900千円
9,727,816千円
7,166,031千円

※その他 
2,951,755千円

5.1%

国庫支出金
8,264,162千円
14.3%

都支出金
4,869,850千円

8.5%

使用料及び
手数料

1,375,291千円
2.4%

地方譲与税
1,453,000千円

2.5%

その他 
4,801,731千円

8.3%

地方消費税
交付金

2,230,000千円
3.9%

衛生費 
4,160,854千円

7.2%
公債費 

5,109,585千円
8.9%

土木費 
5,266,317千円

9.1% 総務費 
7,649,028千円
13.3%

教育費 
7,946,052千円
13.8%

※その他　2,951,755千円　5.1%

消 防 費
議 会 費
商 工 費

2,032,248 千円　3.5%
451,919 千円　0.8％
266,859 千円　0.5％

農 林 費
労 働 費
予 備 費

109,745千円　0.2％
70,984千円　0.1％
20,000千円　0.0％

★一般会計 57,619,000千円

★特別会計 58,870,083千円

平成18年度予算総額   116,489,083千円

市税 
34,624,966千円

60.1%

民生費 
24,535,409千円

42.6%

●代表質問　　　　　・・・２～３面
●予算特別委員会、討論　 ・・・４面
●委員会の活動・行政視察報告
　　　　　　　　　　　　・・・５面
●一般質問　　　　　 ・・・６～７面
●主な議案、議案賛否　　 ・・・７面
●請願、陳情、意見書　　　・・・８面

◆
会
議
の
経
過
◆

2
月
21
日

　
本
会
議
　
会
期
の
決
定
・
議
案
審
議

　
　
　
　
　
予
算
提
案
説
明

2
月
24
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
本
会
議
　
代
表
質
問
・
予
算
特
別

　
　
　
　
　
委
員
会
設
置
・
議
案
付
託

2
月
27
日
〜
3
月
3
日

　
予
算
特
別
委
員
会

3
月
6
日

　
文
教
委
員
会

3
月
7
日

　
総
務
委
員
会

3
月
8
日

　
環
境
建
設
委
員
会

3
月
9
日

　
厚
生
産
業
委
員
会

3
月
10
日

　
新
庁
舎
建
設･

現
庁
舎
敷
地
活
用

　
特
別
委
員
会

3
月
13
日

　
本
会
議
　
一
般
質
問

3
月
14
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
本
会
議
　
一
般
質
問

3
月
16
日

　
議
会
運
営
委
員
会

3
月
17
日

　
本
会
議
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
委
員
会
審
査
意
見
報
告

　
　
　
　
　
閉
会
中
継
続
審
査
等

一般会計予算総額一般会計予算総額

576576億1，900900万円万円

（前年度比（前年度比4.14.1％増）％増）

市民１人あたり市民１人あたり3333万2千円千円

一般会計予算総額一般会計予算総額

576576億1，900900万円万円

（前年度比（前年度比4.14.1％増）％増）

市民１人あたり市民１人あたり3333万2千円千円

一般会計予算総額

576億1，900万円

（前年度比4.1％増）

市民１人あたり33万2千円

　平成18年第1回市議会定例会は、2月21日から3月17日までの25日間の会期で開か

れました。

　本定例会では、平成18年度立川市一般会計及び特別会計（競輪事業、国民健康保険事業、

下水道事業、駐車場事業、診療事業、受託水道事業、老人保健医療事業、介護保険事業）

の予算が9件、平成17年度立川市一般会計及び特別会計（競輪事業、国民健康保険事業、

下水道事業、駐車場事業、診療事業、受託水道事業、老人保健医療事業、介護保険事業）

の補正予算9件、「立川競輪場賃貸契約」など契約に関するもの3件、「立川市乳幼児医療

費助成条例の一部を改正する条例」など条例に関するもの21件、道路案件8件、専決

処分１件の計51件のほか、議員提出議案、請願・陳情等を慎重に審議しました。

　この結果、予算を初めすべての市長提出議案を原案どおり可決しました。

　また、議員提出議案として、「さらなる総合的な子育て支援策を求める意見書」など意見

書6件が提出され、全てを可決しました。

◎一般質問は、12人の議員が市政全般にわたって行いました。

歳  入
歳  出

満開のチューリップに囲まれて（昭和記念公園）



2平成１８年（２００６年）４月２５日

　２月２１日の本会議では、市長から平成１８年度の市
政運営にあたっての所信表明とともに予算案の概要につ
いて説明がありました。
　議会ではこの所信表明及び予算の概要に対し、２月２４
日に会派を代表した６人の議員による代表質問が行われ、
施策の問題点や市長の考え方をただしました。以下はそ
の要旨です。

　
　
市
長
選
の
公
約
で
あ
る
乳
幼

児
医
療
費
助
成
は
年
々
拡
充
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
１８
年
度
ま
で
に
就

学
前
ま
で
前
倒
し
を
し
て
実
施
す

る
べ
き
と
強
く
提
言
し
て
き
ま
し

た
。
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
都
は
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
所
得
制
限
に
つ
い
て
、
準
拠

し
て
き
た
国
の
児
童
手
当
制
度
の

緩
和
に
伴
い
、
所
得
制
限
の
緩
和

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
で

は
、
本
年
１０
月
か
ら
は
就
学
前
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
医
療
制
度
改
革
で
は
生
活
習

慣
病
対
策
は
急
務
と
さ
れ
、
健
康

診
査
の
実
施
な
ど
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
医
療
費
適
正
化
へ
の

取
り
組
み
や
市
民
の
健
康
づ
く
り

施
策
の
総
合
的
な
展
開
、
そ
の
た

め
の
体
制
も
必
要
で
す
が
見
解
を
。

　
　
基
本
健
康
診
査
や
健
康
教
室

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
を
有
効
に
機
能
さ
せ
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
進
め
医
療
費
の
抑
制

も
図
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
対
策

で
は
施
策
の
抜
本
的
見
直
し
が
求

め
ら
れ
、
２０
年
度
に
向
け
健
康
づ

く
り
の
施
策
や
推
進
体
制
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　　
　
子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
都
は
積
極
的
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
配
置
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
、

校
舎
や
校
門
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化

を
多
く
の
と
こ
ろ
で
実
施
し
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
保
護
者
か
ら
は

防
犯
情
報
の
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
の
要
望
等
が
あ
り
、
市
は
実
現

に
向
け
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
　
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る

方
策
な
ど
、
総
合
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
地
域
で
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

つ
い
て
は
学
校
の
巡
回
警
備
等
を
、

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
と
連
携
し

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

◇
財
政
健
全
化
　
◇
新
庁
舎
建
設

◇
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進

◇
教
育
・
文
化
　
◇
少
子
化
対
策

◇
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

◇
歩
行
喫
煙
対
策
　
◇
防
災
対
策

◇
観
光
資
源
活
用
の
賑
わ
い
創
出

医
療
費
助
成
の
拡
充

医
療
制
度
改
革
と
健
康
づ
く
り

子
ど
も
の
安
全
対
策
の
実
現
に
向
け
て

そ

の

他

主

な

項

目

そ

の

他

主

な

項

目

公　明　党
矢口　昭康　議員

問答答 問問

答 問

乳幼児医療費助成
 前倒しで就学前まで実施を

　
　
市
民
が
施
策
を
選
択
す
る
上

で
正
し
い
判
断
を
行
う
た
め
に
は
、

必
要
な
情
報
提
供
と
選
択
を
実
行

す
る
た
め
の
機
会
の
提
供
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
多
く
の
市
民
を
施
策
に
巻
き

込
み
、
公
平
な
民
意
を
受
け
た
市

政
の
実
現
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
　
市
民
の
計
画
段
階
か
ら
の
参

加
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
段

階
で
、
市
民
の
意
向
が
反
映
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
、

市
政
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
市
民
参

加
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
協

働
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
指
針

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
市
政
の
市
民
参
加
に
は
自
治

会
の
存
在
が
大
き
な
要
素
で
す
。

一
案
で
す
が
、
自
治
会
を
市
政
の

一
端
を
担
う
存
在
と
し
て
位
置
づ

け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
市

民
参
加
の
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
自

治
会
加
入
率
促
進
の
手
立
て
が
必

要
で
す
。

　
　
自
治
会
費
に
つ
い
て
公
費
負

担
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
自
治
会
活

動
に
は
補
助
金
を
毎
年
支
出
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
委
託
業
務
も
含

め
た
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ど
ん
な
人
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
も
ら
う
工
夫
を
し
な
が
ら
、

自
治
会
加
入
の
工
夫
も
し
て
い
き

た
い
。

　
　
地
方
分
権
は
国
と
都
道
府
県
、

市
区
町
村
の
担
う
べ
き
事
務
を
区

分
し
、
そ
れ
に
見
合
う
取
り
扱
い

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
現
在
、

自
治
体
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
に
か

な
り
の
差
が
あ
る
と
さ
れ
る
福
祉

関
係
の
施
策
も
本
来
は
均
一
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が

見
解
を
。

　
　
国
と
地
方
六
団
体
の
協
議
の

場
が
で
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
福
祉
政
策
に
つ
い

て
は
国
が
や
る
べ
き
こ
と
と
市
町

村
が
や
る
べ
き
こ
と
の
あ
い
ま
い

な
部
分
を
整
理
し
て
、
市
長
会
を

通
し
て
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

◇ 

新
庁
舎
建
設

◇ 
現
庁
舎
敷
地
活
用

市
政
へ
の
市
民
参
加
の
あ
り
方

自

治

会

の

あ

り

方

三
位
一
体
改
革
の
影
響

そ

の

他

主

な

項

目

自由民主党民政会
米村　弘　議員

問答 問問

答問

答

市政への市民参加には
自治会のあり方が重要

　
　
経
営
改
革
プ
ラ
ン
は
行
政
改

革
の
美
名
で
、
実
際
に
は
市
民
に

痛
み
を
押
し
付
け
る
こ
と
で
は
な

い
か
。
５
年
間
で
５０
億
円
の
財
政

効
果
を
上
げ
る
と
し
、
こ
の
4
年

間
で
も
福
祉
関
係
の
予
算
、
施
策

が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
が
削
ら
れ
て

い
っ
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
全
市
民
的
視
点
か
ら
の
市
民

満
足
度
向
上
の
た
め
に
進
め
て
い

ま
す
。
市
民
へ
の
影
響
は
胃
が
ん

検
診
等
、
検
診
事
業
の
一
部
自
己

負
担
の
導
入
な
ど
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
こ
の
4
年
間
の
福
祉
関
係

へ
の
影
響
額
は
１１
億
を
超
え
ま
す

が
、
今
年
度
予
算
全
体
で
は
福
祉

関
係
が
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
支
援
法
は
大
き
な
反
対
の
声

が
依
然
と
し
て
あ
り
ま
す
。
応
益

負
担
と
な
り
、
原
則
１
割
負
担
と

な
る
こ
と
で
負
担
が
増
え
ま
す
。

自
治
体
独
自
で
軽
減
策
を
と
る
べ

き
で
す
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
柱

で
あ
る
就
労
支
援
な
ど
の
施
策
の

展
開
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
つ
も

り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
利
用
者
負
担
の
上
限
制
度
や

個
別
減
免
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
の
増
加
傾
向
等
の
状
況
や

制
度
の
持
続
性
の
問
題
な
ど
か
ら

負
担
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害

者
の
就
労
支
援
事
業
を
委
託
し
、

自
立
生
活
支
援
と
並
行
し
て
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
条
例
制
定
に
向
け
て
新
年
度

も
学
習
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を

開
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
男
女

平
等
の
姿
勢
が
貫
か
れ
た
優
れ
た

案
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。
条
例
を

議
会
に
提
案
す
る
の
は
い
つ
ぐ
ら

い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
１８
年
度
に
は
男
女
共
生
社
会

推
進
会
議
に
諮
問
し
、
市
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
条
例
策
定
に
向

け
た
検
討
を
進
め
る
考
え
で
す
。

条
例
制
定
時
期
は
１８
年
度
末
を
目

途
と
し
て
い
ま
す
。

◇
歳
入
増
収
分
の
配
分

◇
介
護
保
険
の
負
担
軽
減

◇
清
掃
工
場
の
煙
突
の
耐
震
構
造

　
調
査
　
◇
駐
車
場
建
設
基
金
　

◇
団
地
の
住
宅
施
設
の
都
市
計
画

　
見
直
し
　

◇
報
酬
審
議
会
へ
の
諮
問

経
営
改
革
プ
ラ
ン
と
市
民
へ
の
影
響

障
害
者
自
立
支
援
法

男
女
平
等
社
会
の
実
現

日本共産党立川市議会議員団
戸井田　春子　議員

問答 問問

答答 問

市民にとって大切なものが
 削られていないか

　
　
税
の
増
加
分
は
、
全
て
を
使

う
の
で
は
な
く
将
来
の
対
策
と
し

て
基
金
へ
繰
り
入
れ
る
考
え
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
民
生
費
の
割

合
が
５
割
に
な
る
の
も
時
間
の
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
対
策

や
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
将
来
の
財
政
需
要
や
不
足
に

備
え
一
定
の
財
源
を
留
保
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
税
の
増

加
分
は
基
金
に
繰
り
入
れ
将
来
に

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

基
本
姿
勢
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
市
民
の
社
会
保
障
の
問
題

に
も
使
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
農
業
会
議
所
の
設
立
に
向
け

努
力
し
て
い
く
と
い
う
話
が
聞
か

れ
ま
す
。
農
業
会
議
所
に
つ
い
て

の
考
え
方
や
、
若
手
農
業
者
の
抱

え
る
問
題
な
ど
つ
い
て
、
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
で
都
市
農

業
を
進
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
第
２
次
農
業
振
興
計
画
で
の

農
業
会
議
所
の
構
想
に
つ
い
て
は
、

後
継
者
や
担
い
手
問
題
に
力
点
を

置
き
、
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
、
農

団
連
の
充
実
の
中
で
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
立
川
農
業
を
担
う
後

継
者
等
の
育
成
を
大
き
な
課
題
と

し
て
、
次
世
代
を
見
据
え
た
戦
略

を
構
築
し
農
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
市
民
の
健
康
づ
く
り
で
は
、

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
る
要
支
援

や
介
護
度
１
の
区
分
に
対
す
る
手

当
て
、
対
策
等
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
等
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

メ
ン
バ
ー
構
成
も
最
も
大
事
な
問

題
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
な

支
援
と
し
て
介
護
予
防
に
重
点
を

置
き
、
介
護
教
室
な
ど
の
健
康
教

育
・
増
進
を
目
的
と
し
た
事
業
を
、

効
果
を
検
証
し
な
が
ら
実
施
し
ま

す
。
運
営
協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ

ー
は
、
市
民
公
募
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
及
び
被
保
険
者
等
を
含

む
合
計
９
名
で
考
え
て
い
ま
す
。

◇ 

行
財
政
改
革

◇ 

指
定
管
理
者
制
度

◇ 

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
対
策

◇ 

危
機
管
理
体
制

財

政

運

営

に
つ
い
て

農

業

振

興

に
つ
い
て

介
護
予
防
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

そ

の

他

主

な

項

目

自民党改革クラブ
須　　八朗　議員

問答 問問

答答 問

次世代を見据えた
 都市農業の確立を

質    問質    問質  問

安心して子育てを地域の連携ー自治会の加入を呼びかける

日々の生活の場である介護施設都市農業の確立が求められる
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目
に
見
え
る
安
全
な
地
元
農

作
物
の
流
通
拡
大
で
立
川
農
業
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
へ
さ
ら
に
食
材

料
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
食
育
教
育
の
実
践

と
も
な
り
ま
す
。
行
政
の
積
極
的

対
応
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
安
全･

安
心
な
農
畜
産
物
の

生
産
、
提
供
及
び
地
産
地
消
、
販

路
拡
大
は
重
要
な
課
題
で
す
。
地

元
農
産
物
の
さ
ら
な
る
提
供
に
つ

い
て
、
学
校
関
係
者
と
農
業
者
を

交
え
て
意
見
交
換
会
を
開
く
な
ど
、

学
校
教
育
と
の
連
携
事
業
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
が
求
め
る
福
祉
の
向
上

と
安
心･
安
全
の
確
保
は
自
治
体

の
最
重
点
使
命
で
あ
り
、
縦
割
り

行
政
か
ら
横
割
り
の
施
策
横
断
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ー

ド
と
成
果
で
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。
市
民
が
望
む
、
元
気
で

生
き
る
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
効
果
的
、
効
率
的
な
行
政
運

営
に
は
成
果
と
ス
ピ
ー
ド
を
重
視

し
た
手
法
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。

多
様
化
す
る
行
政
課
題
へ
は
横
断

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
る
施
策
も
多
く
あ
り
、

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
情
報
の
共
有

化
を
図
る
等
、
横
断
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
２
０
１
３
年
の
多
摩
国
体
は

立
川
を
よ
り
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

に
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ま

す
。
本
市
の
取
り
組
み
は
現
在
ど

う
な
っ
て
お
り
、
ど
う
対
応
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
予
備
調
査
で
は
、
泉
市
民
体

育
館
、
立
川
公
園
野
球
場
、
立
川

競
輪
場
に
つ
い
て
開
催
可
能
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
会
場
地
選
定
希

望
本
調
査
の
実
施
後
、
年
度
末
に

競
技
団
体
等
と
の
協
議
調
整
が
あ

り
、競
技
場
所
等
の
提
示
、合
意
が

さ
れ
る
予
定
で
す
。本
市
と
し
て

は
当
面
、東
京
都
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

◇
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

　
み

◇
旧
多
摩
川
小
学
校
跡
地
の
活
用

◇
自
転
車
運
転
免
許
制
度

◇
新
し
い
財
源
確
保
へ
の
展
望

◇
ア
ン
ダ
ー
３５
委
員
会

食
の
安
全
と
都
市
農
業

ス
ピ
ー
ド
と
成
果
の
行
政
運
営

多

摩

国

体

そ

の

他

主

な

項

目

市民フォーラム
守重　夏樹　議員

問答 問問

答答 問

スピードと成果
 の行政運営を

　
　
生
活
実
態
と
し
て
は
景
気
が

回
復
し
て
い
る
実
感
が
得
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
資
産
と

所
得
の
二
極
分
化
と
同
時
に
、
格

差
拡
大
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま

す
。
生
活
が
苦
し
い
人
た
ち
が
多

く
作
り
出
さ
れ
て
い
る
実
態
に
対

し
、
１８
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う

な
施
策
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
政
府
は
景
気
回
復
が
緩
や
か

に
続
く
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

も
法
人
市
民
税
や
個
人
住
民
税
の

状
況
か
ら
緩
や
か
な
回
復
過
程
を

た
ど
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
税

収
増
の
部
分
に
つ
い
て
は
主
に
児

童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
生
活

保
護
費
、
老
人
保
健
医
療
の
繰
り

出
し
等
の
施
策
に
当
て
て
い
ま
す
。

　
　
応
益
負
担
制
度
の
導
入
は
極

端
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
抑
制
を
招

き
、
障
害
や
難
病
患
者
の
生
活
と

健
康
に
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た
施

策
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。
市
民
、

障
害
当
事
者
へ
の
影
響
を
把
握
し
、

対
策
を
と
る
べ
き
で
す
。

　
　
利
用
者
や
事
業
費
の
増
加
に

よ
り
、
制
度
の
持
続
性
と
公
平
な

負
担
を
枠
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

負
担
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で

す
。
応
益
負
担
に
は
所
得
に
応
じ

た
月
額
上
限
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
た
軽
減
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
改
良
に
よ
り
環

境
改
善
対
策
が
ま
す
ま
す
必
要
で

す
。
特
に
、
柳
通
り
で
は
渋
滞
が

増
す
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
放
置

自
転
車
問
題
は
、
西
地
下
道
北
側

の
駐
輪
場
を
は
じ
め
本
当
に
駐
輪

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
状
況
で
あ
り
、

抜
本
的
な
対
策
方
針
が
必
要
で
す
。

　
　
緊
急
対
応
と
し
て
１８
年
度
、

自
転
車
整
理
員
を
充
足
し
人
員
、

時
間
を
拡
大
し
な
が
ら
買
い
物
客

等
へ
の
駐
輪
対
策
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
施
策
の
展
開
と

し
て
駐
輪
場
等
の
整
備
を
含
む
自

転
車
総
合
計
画
を
昨
年
策
定
し
、

現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇
三
位
一
体
改
革
の
影
響

◇
介
護
保
険
制
度
　

◇
医
療
制
度
改
革

◇
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
事
業

◇
周
辺
市
街
地
へ
の
回
遊
性
確
保

◇
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
支
援
指
導
員

◇
特
別
支
援
教
育

市

民
の
生

活

実

態
は

障
害
者
自
立
支
援
法
の
影
響

駅
周
辺
一
極
集
中
に
よ
る
環
境
問
題

社会民主党
矢島　重治　議員

問答 問問

答答 問

市民生活の実態
格差拡大に対する施策は

代    表代    表代  表

そ

の

他

主

な

項

目

　基本方針

　「市民力と連携のまちづくり」を基本テーマに、様々な分野にお
いて市民の市政への参画に取り組む。

　３つのサブテーマとリーディングプロジェクト
１　市民参画と協働のまちづくり
　○協働の地域づくり：協働推進のためのルールとなる基本指針
　　を策定
　○行政システムの再構築：「経営改革プラン」で示した130項目
　　の改革に着実に取り組む
　○新庁舎の建設：地質調査や基本設計・実施設計を行い、施工者
　　選定等に取り組むと同時に市民が新庁舎の建設過程に参加
　　できる仕組みづくりを進める

２　多様な交流による魅力的なまちづくり
　○市民・事業者との連携によるごみ減量とリサイクルの推進：「ご
　　み市民委員会」での検討内容をもとに庁内検討を進める
　○環境美化の推進：アドプト制度を導入。立川駅周辺放置自転
　　車キャンペーンの展開。立川駅南口周辺の駐輪場の整備
　○省エネルギーなどによる環境負荷の軽減：地域省エネルギー
　　ビジョンを策定
　○文化芸術のまちづくりの推進：ファーレアート作品の再生
　○総合的な交通対策の推進：市民バス利用者の拡大
　○災害に強いまちづくり：立川市地域防災計画の見直しを公募
　　市民や関係機関と協働により進める
　○防犯などによる安全・安心の地域づくり：地域パトロール隊
　　の結成と活動の支援と同時に防犯リーダーの育成
　○にぎわいのあるまちづくり：観光振興プラン(仮称)を策定
　○立川都市農業の振興：体験型農園を3園から4園へ拡充

３　だれもがいきいきと活躍できるまちづくり
　○地域福祉システム構築とバリアフリー化の推進：地域福祉活
　　動を担う組織の支援・育成
　○介護予防のための健康づくり：「地域包括支援センター」6か
　　所とブランチ3か所を設け、地域支援事業施策を実施
　○障害者の地域生活支援：自立生活を実現する精神障害者退院
　　促進事業への取り組み
　○子どもの成長と子育てを地域で支えるしくみづくり：育児支
　　援ヘルパーモデル事業の実施
　○市民主体の生涯学習推進基盤の整備：｢市民交流大学(仮称)｣
　　の設立準備、生涯学習の振興
　○児童青少年の活動支援：地域居場所づくり事業の充実
　○学校教育サポートセンター事業：「マイスター事業支援指導
　　員」を開始
　○男女共同参画の推進：(仮称)男女共同参画条例の制定にむけ
　　た検討　　

市長所信表明（要旨）

▼安全・安心のまちづくりに

　学校・地域の連携

▲災害に強いまちづくりを

　めざします

多摩国体の会場に

まだまだ足りない駐輪スペース

「市
民力と連携の

　　　まちづくり」
　様々な改革努力を続け、時代に即した施策や制度への再構築
を図り、限られた財源を有効に活用し、時代の要請や市民ニーズ
に的確に対応しなければならないと認識しています。
　予算案の編成にあたっては、市長公約の実現はもとより、議会
や市民の皆様からのご意見やご提言に十分意を用いつつ、限ら
れた財源を重点的に配分しました。




